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概要 

Abstract 

私たちは食べたものを消化し、栄養素を体内に吸収する。消化でき

ない／吸収できない食物残渣は消化管の下部で腸内細菌によって

代謝され、腸内細菌がつくった化学物質の一部は体内に吸収され

る。どのような食物を食べるかによって、どのような食物残渣が生

成されるかが決まり、それによってどのような腸内細菌が存在する

かが決まる。さらに、どのような腸内細菌が存在するかによって、ど

のような化学物質が生成され体に吸収されるかが決まる。腸内細菌

がつくり出す化学物質のなかには、人間にとって「毒」、「栄養素」、

「薬」として機能するものがある。「毒」をだす腸内細菌が少なく、「栄

養素」や「薬」をだす腸内細菌が多いことが健康維持には望ましく、

それを実現するための研究が盛んに行われている。この講義では、

パプアニューギニアやラオスで私が実施してきた腸内細菌と健康の

関係を解明するためのプロジェクトを紹介し、地域レベルの健康問

題に腸内細菌がどのような役割を果たしてきたかを論じたい。 
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